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愛知信用金庫「ＤＸ戦略」



金融ＤＸとは
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「ＤＸ」とは、経営環境が大きく変化する中で、企業が競
争上の優位性を確立するために、データとデジタル技術を
活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品・サービス・ビ
ジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや組織・
プロセス・企業文化を変革すること（経済産業省）

「金融ＤＸ」とは、金融に関わる業務プロセスやサービスの
デジタル化を図り、顧客体験の向上・業務効率化・働き方改
革を行うこと



金融ＤＸ「業務への応用」（１／３）

• 通帳アプリによる通帳レス化

•スマートフォンアプリからの口座開設

•バンキングアプリによる顧客の囲い込み

•窓口受付のタブレット化、現金レス化

•税金のＱＲコード決済

•ことら（１０万円以下の個人間送金インフラの構築）

•Pay Pay等決済事業者への開放（チャージ連携等）

預金・為替業
務への応用例

• 生成ＡＩによる消費者ローンの自動審査

•生成ＡＩを活用した融資業務のデジタル化

• 融資契約のデジタル化

• ローン契約のＷＥＢ化（非対面化）

融資業務への
応用例
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大手金融機関は、生成ＡＩやデータ活用、組織再編などを通じて、従来の金融
サービスをデジタル主導に転換。
オンライン完結型バンキングや次世代店舗の提供、ＢａａＳ(Banking as a

Service:APIを通じた非金融事業者へのサービス提供)モデル提供による収
益化を推進。



金融ＤＸ「業務への応用」（２／３）

• ＡＩチャットボットの活用

• ロボアドバイザーサービス

• ＡＩマーケティングの活用

その他、顧客
対応

•ペーパーレス会議や音声認識技術による議事録や業務日報の自動作成

• ＲＰＡ等による事務の自動化

•職員の定量・定性データを活用した人員配置の最適化、動画コンテンツ活用や
生成ＡＩを活用したインタラクティブな研修

•規定や通達、マニュアルを学習したＡＩチャットボットを活用した職員のＱ＆Ａ課
題解決

金融機関内の
ＤＸ
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金融ＤＸ「業務への応用」（３／３）
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大手金融機関では、金融ＤＸにおける生成ＡＩの活用が着実に進んでいる。

生成ＡＩの活用により融資審査や書類確認のスピード向上、定型的な事務作業
を生成ＡＩへ代替させることで、人件費削減や処理ミスを大幅に削減している。

当金庫においても共同利用型生成AIサービスを利用することを前提とし、業務
プロセスの見直しやペーパーレス化の過程で生成ＡＩの活用を組み合わせ、共同
利用によるコストメリットを享受したうえで、作業効率化やコスト削減を実現す
る。



愛知信用金庫「ＤＸ戦略」
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【あいしん中期経営計画】
協同組織の地域金融機関として、将来の安定的な成長を揺るぎないものと

するため、自己変革による変化への適応を図り、お客さまに貢献する存在で
あり続けるために、あいしん中期経営計画において、「Aishin Innovation」
をスローガンに掲げた。

Innovation（技術革新）とは、従来の仕組みや考え方に対して、革新的な
アイデアや技術を取り入れ、新たな価値を生み出すことであり、あいしん中期
経営計画では、戦略Ⅲ『地域を持続的に支える組織的「土台」の構築』内の施策
「ＤＸ戦略と業務効率化」がこれに該当する。

近年、生成AIをはじめとするデジタル技術の変革スピードは著しく、産業構
造や働き方そのものを根本的に変える大きな変革期を迎えている。
こうした中で「ＤＸ戦略」は金庫の成長や存続にかかわる重要なパーツであり、
ＤＸ推進への取り組みについて、全役職員が変革意識を持ち取り組んで行くこ
とを目的として、当「ＤＸ戦略」を策定する。



ＤＸ推進体制
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理事会・役員会・経営会議

・経営層として金庫の将来像を設定

・営業店や各部署と意見交換

総合企画部

・ DX戦略推進主管部門としてDX戦略

の検討と推進

営業店・各部署

・現場部門として主体的にDX推進

・既存業務の課題を洗い出し、報告

目標設定 指針・ガバナンス

課題点を報告

アドバイス・支援

外部連携

・連携先

・専門家等

業務統括部

・システム部門として現場部門のDX支援

・調達、ガバナンス、セキュリティを管理

推進支援

アドバイス・支援

経営陣の主導的な関与のもと、組織横断的な体制を構築しＤＸ推進に取り組んでいく。
利便性とリスクはトレードオフの関係にあり、サービス展開やシステム導入等にあたり、当体制にてサ
イバーセキュリティ、マネロン、内部不正等のリスク等を勘案したうえで方向性を決定する。



当金庫の課題

ＤＸビジョン

当金庫におけるＤＸ戦略

ＫＰＩ指標

1

2

3

4

-

-

-

-
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•少子高齢化・人口減の進展などによる職員の減少や一定年齢層の空洞化

•労働時間短縮、エンゲージメントの向上
業務効率化・生産性向上

•個人情報の紛失リスク

•押印文化、保管場所の確保、管理負担

•印刷コスト等経費の削減

保管スペースの確保・

ペーパーレス化

•マーケティング分野でのデータ利活用

•予測モデル（ライフイベントの兆候）によるアプローチ
データの利活用

•非対面取引拡大による若年層へのリーチ

•営業時間外の受付による収益機会の拡大、顧客満足度の向上
取引チャネル拡大

•ＤＸ人材の確保

•ＤＸリテラシーの向上

•取引先企業の課題解決、ＤＸ支援

職員の人材育成・確保

当金庫の課題

当金庫においては「紙文化」が深く根付いており、ＢＰＲ推進と同時にペーパーレス化を進める
過程で生成AIの活用を組み合わせ、作業効率化とコスト削減を図っていく。
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当金庫の課題

ＤＸビジョン

当金庫におけるＤＸ戦略

ＫＰＩ指標

1

2

3

4

-

-

-

-
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ＤＸビジョン

デジタル技術とデータを活用し、ビジネスモデルの変革（攻め）と業務効率化
（守り）の両面から新たな付加価値を創出し、金融市場での競争優位性を確保す
る。

金融市場での

競争優位性の

確保

ペーパーレス

業務の拡充

データの利活用

人材育成生成AIの活用

顧客手続きの

デジタル化

事務フローの

見直し
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ビジネスモデルの変革
（攻め）

業務効率化
（守り）



当金庫の課題

ＤＸビジョン

当金庫におけるＤＸ戦略

ＫＰＩ指標

1

2

3

4

-

-

-

-
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•口座開設アプリ、通帳レスアプリ

•電子契約システムの導入
•営業店窓口支援システム、キャッシュレス店舗

•高機能ATMの導入

顧客手続きのデジタル化

•しんきんＤＢ【ＥＢＭソリューション】

•しんきんＤＢ【信用スコアリングＡＩ】データの利活用

•会議資料の電子化、議事録の自動作成

•ワークフローシステムの導入ペーパーレス業務の拡充

•業務プロセス見直し

•営業店業務のバックオフィス化
•業務の自動化

生成ＡＩの活用・ＢＰＲ推進

※Business Process Reengineering:

ビジネスプロセス・リエンジニアリング

•ビジネスマッチングによるＤＸ人材の支援

•デジタル時代に対応できる人材の育成職員の人材育成・確保

当金庫におけるＤＸ戦略
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当金庫の課題

ＤＸビジョン

当金庫におけるＤＸ戦略

ＫＰＩ指標

1

2

3

4

-

-

-

-
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•アプリやシステムの利用件数、利用率

•手数料収入額
顧客手続きのデジタル化

•データの利用件数

•データ利用による成約率
データの利活用

•コピー使用料削減率

•ワークフロー利用件数
ペーパーレス業務の拡充

•事務フロー見直し本数

•生成AIの活用やＢＰＲ推進による営業店業務の削減時間合計

生成ＡＩの活用

ＢＰＲ推進

•ビジネスマッチングによる顧客へのＤＸ支援件数

•職員のＤＸ関連資格取得者数
職員の人材育成・確保

ＫＰＩ指標
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